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Ⅰ．は　じ　め　に
じゃれつき遊び注1）と称される遊びが子どもの
前頭葉の機能を高め、その発達に寄与することが
これまで報告されてきた（成田ら、2011；鹿野ら、
2012）。従来までのじゃれつき遊びにおける報告
では、その前頭葉機能の発達に対する効果を検証
したものがほとんどであり、そこでの保育士の関
わり方については十分な検討がなされていない。
しかしながら、そもそも遊びにおける保育士の関
わりには特徴的な点があり、またじゃれつき遊び
の特徴を加味した関わり方について検討していく
必要性も伺える。そこで本研究では、じゃれつき
遊びを実践している保育士の考えや関わり方に関
する基礎的な資料の収集を研究の目的とする。
Ⅱ．方　　法
１．研究協力者
A市内にあるB保育園でじゃれつき遊びを実践
している女性保育士 5 名を本研究の協力者とし
た。
２．じゃれつき遊びの内容
B保育園では、3～5 歳児までの子どもが園の
施設にあるホールで毎朝じゃれつき遊びを行って
いる。1 回あたり 15分のじゃれつき遊びのプロ
グラムが、8 時 30分より 3 回用意され、 子ども
はそのうちのいずれか 1 回のプログラムに参加す
ることになる。子どもがどのプログラムに参加す
るかは、登園した順番やその時の人数等の状況か
ら、保育士が判断している。また、じゃれつき遊
びの場では主に 3～5 歳児のクラスの担任保育士
が一緒に遊びに加わるものの、近隣の中学生や大
学生がそこに混ざって参加する場合もある。
ホールの中には、エバーマットを敷きそこに子
どもが走り込んでジャンプをするスペース、バス
タオルを用意しそこに子どもを乗せて大人が引っ
張ったり、子ども同士で引っ張り合たりして移動
して遊ぶスペース、そしてスポンジマットを敷き、
その上で大人の背中に飛び重なったり、大人が子
どもを抱えてグルグル回す等の遊びが行われるス
ペースの3つが用意されている。遊び方にルール
はなく、子どもの興味でどんな遊びをしても行っ
てもよいこととされている。しかし、蹴る、叩く
等の暴力的な行為は中止されている。
３．調査内容
じゃれつき遊びを実施している学年の担任保育
士に対し、半構造化インタビューを実施し、じゃ
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れつき遊びを実施している際に心掛けている事や
そこでの疑問等について尋ねた。その際、対象者
の同意を得て ICレコーダーで録音し、逐語録を
作成した。そして得られたデータを 9 つの形態に
分類した。
Ⅲ．結果及び考察
今回の調査で得られた 9 つの形態は次の通りで
ある。
形態１：目の前の子どもと集中して遊ぶ
・子どもの人数が多いじゃないですか。大人の人
数に比べて。どの子にも関わってあげたいって
気持ちでやっていたんですけども、結局そうす
るとふわふわっと色んな子になっちゃうと思
ったんで、求めてくる子がいたら、その子にじ
っくりと関わっちゃうその時間は。もうこの子
って限定したらあれですけど、毎回同じ子では
ないにしても、しっかりとその子と関わっちゃ
うっていうのは、ちょっと割り切ってというの
か、かえってやってますね。
・自分のクラスの子だけじゃなく、もう垣根を越
えて、学年越えて、色んな子に普段接してない
子に積極的に関わるようにはしている。だから
年長さんの子とか、ライオンさんの子とか、そ
して今はウサギ組の担任なんですけれども、部
屋に帰ったらもうクラスの子だけと付き合う
じゃないですか。むしろじゃれつきの時は、4、
5 歳の子たちと。逆にそっちと関わりたいなっ
ていうことで、あえて自分から、関わろうよっ
ていうような感じでやったりはしています。
形態２：遊びに加われない子どもへの対応
・後は、「何していいんだろう」って言って立ち
んぼになっている子がいたらもう必ず触りに
行くと。それはいつも心掛けていますね。
・最初は 4 月の頃はうちのクラス（ウサギ組）の
子は、それこそ（一番下の学年で）じゃれつき
（遊びを行うのが）初めてだったのでもう行き
たくないって子が大多数だったんですよ。…傍
観者になってどう入っていったらいいのかっ
て、進級して乳児から幼児になったっていうこ
となんで。ウサギ組だけのじゃれつき（遊び）
の時間を別に設けて、 そこでタオル引きだの
徐々に徐々に慣れて、 今では登園時間遅く来
て、三便にも間に合わなくて、「じゃれつき（遊
び）やりたかった」って言う子までいるくらい。
だから、子どもたちもじゃれつき（遊び）に対
して、朝まずじゃれつき（遊び）をやるってい
うサイクルが、 出来てるのかなって。 ウサギ
（組）に関してはそんな感じがしています。
形態３：安全への配慮
・後は全体の安全確認はしながら、他の職員もい
るからなんとなく（子どもが安全にして）いる
かな。だれか関わっているかなっていうのは何
となく確認しながら。
形態４：どのように遊ばせるべきかのイメージを 
　　持つことの難しさ
・途中は何がいいのかなって考えすぎちゃって、
…一人の子に関わってばっかりもあれなの（よ
くない）かなとか、考えてはいたんですけど、
・お約束事とか、本当はない方がいいんじゃない
かなとか、でも言わないとあれ（よくない）な
のかなとか。それこそホールなので、子どもが
走ったりすることに対して、子どもはやっぱり
追いかけられるのってすごく楽しいから、追い
かけてもらいたい。でもやっぱあの人数いる中
で、走っちゃだめとか、言ったりしているうち
に、結構子どもたちって上手く走れるようにな
ってきたり、ぶつからないようになったりとか
もあったりしてて、いいのかなとかそういう。
・ただ私の中で肩車ってじゃれつき（遊び）なの
かなって、その疑問もちょっとあった。子ども
がやってって言うのでやったりはしてますけ
ど。
・逆に（じゃれつき遊びがどういうものか自分の
中で）固まってないのかな。…まだまだまだ固
まっているわけではなく。
形態５：大人でしかできない関わり
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・肩車とかそういうものを個別に要求してくる子
もいるし、そういうのはむしろ大人しかできな
いことだから、そこではもちろん大人の存在が
必要だし。体力、肉体を使うもの（遊び方）で
大人の力が必要なものは、それを望む子も多い
し、そういう意味では大人の手は大いに必要だ
し。
・無礼講じゃないけど、何人が飛び跳ねようが、
先生の上で、それでも怒らないっていうのがや
っぱり子どもはうれしいかもしれないですね。
形態６：自分なりのじゃれつき遊びの基準を持つ
・最近は、自分であんまり考えないで、参加して
子どもがあれやろうこれやろうって言ってき
たものに対して、楽しくその時間を過ごせるよ
うにしようかなって感じで今はやってはいる
んですけど。
・子どものわくわく・どきどきっていうのが私の
中では（じゃれつき遊びになっているかどうか
の基準）。
・子どもからの発想で楽しんでいくっていうとこ
ろは受け入れて…あとはできる範囲では触れ
合うってところはいっぱいやりたいなってと
ころは思ってます。
形態７：遊びが盛り上がるきっかけを知る
・はじめは肩車やって言うふうに（子どもが言っ
てきたので）やってあげて、肩車でもその子に
よって肩車ですら怖いっていうか上手く上手
に乗れない子もいるんですけど、すごいやっぱ
安定できる子とかだったら、「肩に立ってみ
る？」って言ったら、…立てたっていって、そ
れをみてみんながやりたいって言って。
・（年長クラスの）ゾウ（組）さんとかだと、…
実習生が入って来てくれたりとかだとすごい
盛り上がる。
・新しい事始めた時、丸太みたいにマットをクル
クルってして、（それを）よじ登るのがやり始
めたら、 それが一気にばっ ーて（広まって）。
…マットでいっぱい登ってたよね年長さんと
か。そこから飛び降りてみたりとか。
形態８：じゃれつき遊びの効果に対する実感
・最初から（じゃれつき遊びを）やっているから、
やってなかった時のことと比べるってことが
できないから、（じゃれつき遊びの効果が）わ
からないっていうのが正直なところ。
・これ（じゃれつき遊び）をやってすごく変わっ
たとか、じゃれつき（遊び）をやってすごくわ
くわくしてるっていう感じではなくむしろ、
日々外から帰ったら手を洗うとか、そういう習
慣づいてるような感じで、それが何に効果があ
るのかは正直わからないし、子どもたちもじゃ
れつき（遊び）の時間だから（ホールへ）行こ
う、ハイ終わったから戻ってこようっていうの
で、そこで特別じゃれつき（遊び）だから楽し
いってわけではなく、（じゃれつき遊びに）行
ったら楽しいけど、別に帰ってきても他に楽し
いことがあるっていう。本当に日々の中の当た
り前の時間っていう感じで私は感じる。
形態９：無理をしない関わり方
・腰がちょっと危ないなという時はちょっと私見
てるだけにするよって時もあるし、自分の体調
がすぐれない時とかはね。でも見守りも大事だ
から、じゃれ合えないけれども見守りをやるっ
て時もあれば、 やっぱり自分の身をまず大事
に。
・肩車は乗られちゃうとその日動けなくなっちゃ
うので、膝も今痛いので、痛くなっちゃったの
で少し今セーブして参加してます。…工夫しな
がら。
・子どもたちを楽しませてあげたいなっていう思
いはみんな同じだと思うんですけど、その方法
とか。やっぱり個人の体力の差もあるから。や
ってあげたい気持ちはあっても無理できない、
それは持ち上がらないっていうのはあるので。
Ⅳ．お　わ　り　に
本研究では、じゃれつき遊びを実践している保
育士の考えや関わり方に関する基礎的な資料の収
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集を研究の目的とした。
その結果、「目の前の子どもと集中して遊ぶ」
「遊びに加われない子どもへの対応」「安全への配
慮」「どのように遊ばせるべきかのイメージを持
つことの難しさ」「大人でしかできない関わり」
「自分なりのじゃれつき遊びの基準を持つ」「遊び
が盛り上がるきっかけを知る」「じゃれつき遊び
の効果に対する実感」「無理をしない関わり方」
という 9 つの形態が確認された。これは保育士が
じゃれつき遊びに関わる際の特徴や難しさを含ん
だものとして捉えることができよう。今後は今回
明らかになった結果をもとに、じゃれつき遊びに
おける保育士の関わり方についてより詳細に検討
していく必要がある。
本研究は国士舘大学体育学部附属体育研究所・
平成27年度研究助成により行われた。
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